
が
江
戸
で
開
い
た
「
三
計
塾
」
が

あ
り
ま
す
。
三
計
塾
の
「
三
計
」

と
は
、
「
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
」

「
一
年
の
計
は
春
に
あ
り
」
「
一

生
の
計
は
少
壮
の
時
に
あ
り
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
何
事
を
志
す

に
し
て
も
、
ま
ず
初
め
に
目
標
や

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
肝
心
で
あ

る
と
い
う
意
味
を
込
め
、
息
軒
は

三
計
と
名
づ
け
た
塾
を
天
保
９
年

（
１
８
３
９
年
）
に
開
き
、
来
る

べ
く
時
代
に
向
け
て
人
材
を
育
成

し
よ
う
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
後
、
息
軒
は
明
治
９
年

（
１
８
７
６
年
）
９
月
に
没
す
る

ま
で
の
37
年
間
、
こ
の
三
計
塾
で

教
鞭
を
と
り
、
そ
の
間
に
二
千
人

を
超
え
る
塾
生
に
教
育
を
施
し
、

数
多
く
の
逸
材
を
育
て
、
そ
の
中

に
は
、
外
務
大
臣
と
し
て
幕
末
に

不
平
等
条
約
を
結
ん
で
い
た
15
ヶ

国
す
べ
て
と
の
間
で
治
外
法
権
の

撤
廃
を
成
し
遂
げ
た
陸
奥
宗
光

（
む
つ
む
ね
み
つ
）
が
い
ま
す
。

三
つ
の
「
計
」
の
一
つ
で
あ
る

「
一
生
の
計
は
少
壮
の
時
に
あ
り
」

の
「
少
壮
」
（
し
ょ
う
そ
う
）
と

い
う
の
は
「
若
く
て
元
気
の
よ
い

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
年
頃
」
と
い

う
意
味
で
、
ま
さ
に
高
校
生
の
頃

を
示
す
言
葉
で
す
。
年
の
は
じ
め

に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
夢
や
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
一
日
、
一
年
、

一
生
の
計
を
立
て
て
、
勉
強
や
部

活
動
な
ど
に
充
実
し
た
高
校
生
活

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
闘

祈
り
ま
す
。

G
o
f
o
r
i
t
!

（１）第91号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）1月20日(火)

蒼
雲

MITOYA

島根三刀屋

県立 高 校

学校だより

第91号

校長

恩田 佳雄

【 発 行 所 】
三刀屋高等学校

〒690-2404
雲南市三刀屋町

三刀屋912-2
TEL：0854-45-2721
FAX：0854-45-5630

【 印 刷 所 】
有限会社木次印刷
〒699-1312
雲南市木次町山方

630-5
TEL：0854-42-8133
FAX：0854-42-8155

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
27
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。

三
刀
屋
高
校
は
昨
年
、
開
校
90

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
10
月
４
日

に
90
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
27
年
は
百
周
年
に
向
け

た
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と

２ ４ ０

な
り
ま
す
。
校
歌
の
二
番
に
は

「
社
会
に
立
た
ん
、
健
や
か
に
」

と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
合
学
科

の
特
色
を
生
か
し
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
社
会

に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
年
の
初
め
に
必
ず
聞
く

言
葉
の
一
つ
に
、
「
一
年
の
計
は

元
旦
に
あ
り
」
と
い
う
表
現
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
今
年
の
目

標
や
計
画
を
立
て
ま
し
た
か
。

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

は
「
花
燃
ゆ
」
で
、
「
松
下
村
塾
」

を
主
宰
し
た
「
吉
田
松
蔭
」
の
妹

の
杉
文
（
す
ぎ
・
ふ
み
）
の
話
し

で
す
。
幕
末
期
に
は
、
現
在
の
よ

う
な
小
・
中
学
校
や
高
校
、
大
学

は
な
く
、
数
多
く
の
私
塾
が
誕
生

し
ま
し
た
が
、
萩
の
「
松
下
村
塾
」

や
緒
方
洪
庵
が
大
坂
で
開
き
、
福

沢
諭
吉
も
学
ん
だ
「
適
塾
」
は
教

科
書
に
も
出
て
き
ま
す
。
そ
ん
な

私
塾
の
中
の
一
つ
に
安
井
息
軒

（
や
す
い
そ
っ
け
ん
）
と
い
う
人

年頭挨拶

本年もよろしくお願いします

平成２７年正月
島根県立三刀屋高等学校

教職員一同

志・夢・望み高く掲げる2015年の幕開け！（記念館と総合学科棟）

志

夢

志

夢

夢

夢望

志
望

望

保
護
者
宛
て
文
書(

Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載)

で
も

お
伝
え
し
た
通
り
、
先
週
の
１
月
14
日(

水)
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
複
数
の
ク

ラ
ス
で
学
級
閉
鎖
に
入
り
ま
し
た
。
例
年
以

上
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
も
今
一
度
、
保
健
だ
よ
り
等
で
も
呼
び
か
け
た
注
意
事
項
を
確
認

し
実
行
し
て
下
さ
い
。

▼
高
熱
が
出
た
際
は
必
ず
受
診
し
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

▼
感
染
性
胃
腸
炎
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
ま
め
に
う
が
い
、
手
洗
い
を
し

て
下
さ
い
。

▼
マ
ス
ク
の
着
用
は
有
効
で
す
。
特
に
咳
が
出
る
人
は
、
周
囲
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
人
込
み
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
不
要
な
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
で
の
回
し
飲
み
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

注 意

夢を語ろう

三高で！

君の夢を叶える

島 根 全 県 区 の

三刀屋高校です

３
学
期
始
業
式
の
訓
話
で
「
三
計
」
を
説
く
恩
田
校
長

夢

望

夢４０９６

望

夢

志

夢

夢

夢



2015年（平成27年）1月20日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第91号（２）

（
12
／
13
～
14
、
出
雲
高
校
）

【
男
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
53
‐
51
平
田

▼
準
決
勝

三
刀
屋
43
‐
74
出
雲
工
業

▼
３
位
決
定
戦

三
刀
屋
72
‐
56
大
社

※
第
３
位

１
月
に
開
催
さ
れ
る
県
新
人

戦
の
８
シ
ー
ド
権
を
獲
得

１
回
戦
の
平
田
戦
で
は
試
合
開

始
直
後
、
ス
タ
メ
ン
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
（
負
傷
）
で
相
手
に
リ
ー
ド

を
許
す
苦
し
い
展
開
と
な
っ
た
が

今号の記事は1月11日分までです

放

送

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

剣

道

高
校
選
手
権
県
予
選

徐
々
に
追
い
上
げ
、
終
了
間
際
の

同
点
に
続
い
て
主
将
の
２
年
森
山

博
康
さ
ん
が
「
ミ
ラ
ク
ル
シ
ュ
ー

ト
（
目
次
監
督
）
」
を
決
め
て
２

点
差
で
勝
利
を
も
ぎ
取
っ
た
。

準
決
勝
の
対
出
雲
工
業
戦
で
は

一
桁
得
点
差
で
粘
り
強
く
食
ら
い

つ
い
て
い
た
が
、
最
終
第
４
ピ
リ

オ
ド
で
引
き
離
さ
れ
、
決
勝
進
出

は
な
ら
な
か
っ
た
。
続
く
３
位
決

定
戦
で
は
試
合
の
流
れ
が
相
手
に

傾
き
そ
う
な
場
面
も
あ
っ
た
が
、

全
員
バ
ス
ケ
で
大
社
を
振
り
切
っ

た
。

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
50
‐
57
大
社

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

柔

道

出
雲
地
区
高
校
新
人
戦

野 球

▼
１
月
４
日

三
刀
屋
天
満
宮
に

て
必
勝
祈
願
。
書
き
初
め
を
し
て

決
意
表
明
を
し
ま
し
た
（
写
真
上
）
。

皆
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
手
作
り
の
ぜ

ん
ざ
い
を
頂
き
ま
し
た
。

▼
１
月
５
日

出
雲
大
社
へ
初
詣

に
行
き
ま
し
た
。
帰
り
は
学
校
ま

で
30
㎞
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
部
員
35
人

全
員
が
完
走
し
ま
し
た
（
写
真
下
）
。

三高日誌

野球部編

16
日
か
ら
新
人
戦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
男
子
が
今

月
16
日
（
金
）
か
ら
の
新
人
戦
に
、

安
来
市
の
情
報
科
学
高
校
と
合
同

チ
ー
ム
を
組
ん
で
出
場
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
10
日(

土)

に
は
情
報

科
学
高
校
の
部
員
が
来
校
し
、
本

校
体
育
館
で
一
緒
に
練
習
を
行
っ

た
。
１
年
半
ぶ
り
の
公
式
戦
と
な

る
予
選
リ
ー
グ
対
出
雲
工
業
、
対

浜
田
と
の
対
戦
に
燃
え
て
い
る
。

合
同
チ
ー
ム
で
大
会
出
場
め
ざ
す
男
子

柔
道
部
は
男
子
３
名
で
出
場
。

個
人
戦
で
は
振
わ
な
か
っ
た
が
、

本
来
は
５
名
ず
つ
で
対
戦
す
る
団

体
戦
の
松
江
高
専
（
５
名
）
と
の

初
戦
で
は
、
陶
山
拓
郎
さ
ん
（
２

年
）
、
定
本
大
地
さ
ん
（
１
年
）

が
と
も
に
一
人
抜
き
の
後
、
奥
井

新
春
必
勝
祈
願
！

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ま
た
、
女
子
は
年
末
の
松
江
ウ

イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て

チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
大
会

で
の
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
復
帰
を
目
指

し
て
い
る
。

【
松
江
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
】

（
12
／
28
～
29
、
松
商
体
育
館
）

▽
予
選
リ
ー
グ
Ａ
パ
ー
ト

三
刀
屋
１
‐
②
祇
園
北
（
広
島
）

三
刀
屋
１
‐
②
松
江
東

三
刀
屋
②
‐
１
石
見
智
翠
館

三
高
生
の
限
界
は
ま
だ
ま
だ
先
に
あ
る
！

G
o
f
o
r
i
t
!

G
o
f
o
r
i
t
!

G
o
f
o
r
i
t
!

G
o
f
o
r
i
t

!
G
o
f
o
r
i
t
!

県
高
校
新
人
戦

（
１
／
９
～
11
、

松
江
市
総
合
体
育
館
）

（
１
／
10
～
11
、
石
見
武
道
館
）

大
勢
さ
ん
（
２
年
）
が
三
人
抜
き

を
演
じ
る
逆
転
劇
で
見
事
初
戦
突

破
を
果
た
し
た
。

【
男
子
個
人
】

上
位
進
出
な
ら
ず

【
男
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
一
人
残
し
‐
松
江
高
専

▼
２
回
戦

三
刀
屋
‐
五
人
残
し
開
星

(

優
勝
校)

【
男
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
82
‐
55
平
田

▼
２
回
戦

三
刀
屋
58
‐
66
浜
田

出
雲
地
区
新
人
戦
で
は
１

ゴ
ー
ル
差
で
辛
勝
し
た
平
田

と
の
初
戦
で
は
圧
勝
し
て
勢

い
に
乗
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、

２
回
戦
で
は
石
見
地
区
１
位

の
浜
田
に
逆
転
の
１
ゴ
ー
ル

差
で
惜
敗
。
春
の
大
会
で
の

巻
き
返
し
に
期
待
し
た
い
。

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
51
‐
71
松
江
西

序
盤
は
互
角
の
戦
い
で
善
戦
し

た
も
の
の
、
徐
々
に
引
き
離
さ
れ

て
初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
。 県

高
校
イ
ン
ド
ア
選
手
権

（
12
／
23
、
鹿
島
総
合
体
育
館
）

10
月
末
に
行
わ
れ
た
県
高
校
新

人
戦
で
ベ
ス
ト
32
に
入
っ
た
選
手

が
出
場
す
る
標
記
大
会
に
、
本
校

か
ら
は
男
子
の
梅
木
大
喜
さ
ん
・

小
池
祐
介
さ
ん
の
２
年
生
ペ
ア
が

出
場
。
新
人
戦
ベ
ス
ト
16
以
上
の

選
手
と
の
対
戦
で
勝
利
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
。

地区大会の対平田戦、主将の森山がゴールを決める

県
高
校
新
人
戦

（
12
／
20
～
21
、
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

で
は
、
島
根
中
央
高
校
と
の
対
戦

で
０
‐
１
の
惜
敗
で
初
戦
突
破
は

な
ら
な
か
っ
た
。
春
の
新
入
生
の

入
部
も
待
た
れ
る
。

【
男
子
個
人
】

上
位
進
出
な
ら
ず

【
男
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
①
島
根
中
央

男
子
４
名
で
出
場
し
た
団
体
戦

男
子
団
体
３
名
で
初
戦
突
破

総
文
祭
県
大
会

（
12
／
17
、
い
わ
み
ー
る
）

11
月
の
松
江
地
区
予
選
を
上
位

で
通
過
し
た
朗
読
部
門
の
藤
原
香

玲
羅
さ
ん
（
２
年
）
だ
っ
た
が
、

来
年
夏
の
全
国
大
会
出
場
３
名
の

枠
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

▼
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

『
俺
、
焼
き
サ
バ
。
』
８
位



第47回島根県高校美術展 12月12日(金)～15日(月) 島根県立美術館

県内高校美術部による年間最大の美術展が12月、松江

市の県立美術館ギャラリーで開催されました。絵画・デ

ザイン・彫刻・工芸・映像作品等の大作約500点が展示さ

れ、本校美術部員の入選作品27点も並びました。

㊟ この美術展での展示作品はすべて「入選」作品であ

り、それ以外の賞はありませんが、1・2年生の作品の中

から次年度の全国高等学校総合文化祭への出品推薦作品

が決定されます。今回は残念ながら、出品推薦作品（絵

画5点、立体デザイン2点）には選出されませんでしたが、

絵画3点が入選した景山大輝さん（2年）をはじめ、以下

の通り力作ぞろいの三刀屋高校でした。

美

術

（３）第91号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）1月20日(火)

門脇宥紀菜

「感情」



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

今
回
は
計
算
上
、

10
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
代

に
な
り
ま
し
た

保
健
委
員
会

2014 拾遺物語 【1年生】

※ペットボトルのキャップを回収、リサイクル

業者に買い取ってもらい、その対価を発展途上

国を支援している国際団体に寄付します。

＜参考＞

★小さなキャップでも分ければ資源リサイクル
・ゴミとして焼却処分するとキャップ約430

個で3,150ｇの二酸化炭素が発生します

★キャップ約430個で10円のワクチン代に

・ポリオワクチンは20円分で1人の子どもの

命が救えます。

積重ねの善意が

9,117

三刀屋高校
２学期後半 ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
学
期
終
業
式
当
日
発
行
の
進

路
だ
よ
り
で
既
報
の
通
り
、
１
年

生
は
11
月
中
旬
に
広
島
大
学
を
訪

問
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

お
世
話
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
見

学
の
ほ
か
、
学
生
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
き
な
が

ら
、
丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
い
、

高
等
学
校
と
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
専
門
学
校
・
短
大
・
単

科
大
学
な
ど
と
の
違
い
を
実
感
で

き
た
よ
う
で
す
。

ガ
イ
ド
の
学
生
の
方
や
本
校
卒

業
生
な
ど
に
大
学
で
の
学
び
や
大

学
生
活
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で

き
、
大
学
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら

か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
、
丁

寧
に
答
え
て
頂
き
、
広
島
大
学
で

の
先
進
的
な
研
究
・
学
部
学
科
の

多
種
多
様
性
・
学
生
や
先
生
方
の

多
さ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
さ
・
施

設
の
充
実
な
ど
、
こ
の
訪
問
に
よ
っ

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

こ
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
専

門
学
校
進
学
希
望
か
ら
、
大
学
進

学
を
目
指
し
た
い
と
変
化
し
た
生

徒
も
い
ま
し
た
。
体
験
し
、
広
く

情
報
収
集
す
る
と
見
方
や
考
え
方
、

価
値
観
、
将
来
の
見
通
し
な
ど
に

も
変
化
が
起
こ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
徒
た
ち
の
将
来
の
見

通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

「
進
路
だ
よ
り
」
か
ら
抜
粋)

ソ
ニ
ー
生
命
保
険
株
式
会
社
が

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
全
国
展
開

さ
れ
て
い
る
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
授
業
」
を
、
福
山
支
社

か
ら
お
迎
え
し
た
講
師
３
名

の
皆
様
に
展
開
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
写
真
）
。

【
前
半
】
「
仮
想
家
族
を
設

定
し
、
そ
の
家
族
の
将
来
設

計
を
行
う
」
→
家
族
構
成
・

子
ど
も
の
教
育
プ
ラ
ン
・
住

居
の
計
画
、
働
き
方
・
毎
月

の
出
費
・
家
族
の
夢
プ
ラ
ン

な
ど
を
考
え
る
。

【
後
半
】
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
検
証
」
→
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
収
支
結
果
の

確
認
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
ま
と

め
と
生
徒
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

「
ラ
イ
フ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
授
業

1年生は自身のライフプランを考察中です。30歳の時の家族を

イメージし、人生における選択をどのようにしていくかシミュ

レーションしています。今回の授業では3名の講師の熱いメッセー

ジも得て、計画を立てることの大切さ、夢を持つことの大切さ、

工夫次第でやりたいことが実現できること、自分のライフプラ

ンを考えてみたい気持ちを高め、保護者の方への感謝の気持ち

も感じてくれたようです。

↑キャンパスツアーガイドさんが懇切丁寧に案内

12/17 11/11

個
ペットボトルキャップ

赤
い
羽
根

共
同
募
金

昼休みの生徒昇降口前で募金を呼びかける委員

２
学
期
末
の
１
週
間
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
が
生
徒
昇
降
口

で
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

広いキャンパスにもビックリ
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生
か
ら
英
語
に
親
し
む
外
国
語
活

動
が
昨
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

ほ
ぼ
２
週
間
に
１
回
の
割
合
で
今

年
度
は
15
回
程
度
が
計
画
さ
れ
、

今
シ
リ
ー
ズ
で
も
紹
介
し
た
江
戸
寛
永
期

の
洪
水
（１
６
３
０
年
代
）
に
よ
っ
て
斐
伊
川

が
宍
道
湖
に
流
れ
込
む
よ
う
に
な
る
と
、
宍

道
湖
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
状
態
が
頻
発
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
宍
道
湖
に
は
斐
伊
川
の
ほ

か
何
本
も
の
小
河
川
が
注
ぎ
込
む
が
、
逆
に

宍
道
湖
か
ら
流
出
す
る
河
川
は
、
下
図
の

通
り
中
海
に
つ
な
が
る
大
橋
川
と
日
本
海

へ
注
ぐ
佐
陀
川
の
二
本
し
か
な
い
。
洪
水
時

に
は
宍
道
湖
の
出
口
に
あ
た
る
松
江
市
の

浸
水
被
害
は
避
け
ら
れ
な
い
。

加
茂
町
中
心
部
を
水
没
さ
せ
た
昭
和
39

年
の
大
洪
水
に
続
き
、
昭
和
47
年
の
山
陰

水
害
で
は
、
文
字
通
り
宍
道
湖
の
水
が
溢

れ
、
当
時
の
国
鉄
松
江
駅
周
辺
を
含
む
旧

市
街
地
や
斐
川
平
野
で
長
期
間
の
浸
水
被

害
が
続
い
た
。

こ
の
未
曽
有
の
水
害
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ

た
の
が
今
も
継
続
す
る
斐
伊
川
・神
戸
川
治

水
事
業
だ
。
そ
の
三
位
一
体
事
業
（三
点
セ
ッ

ト
）の
う
ち
、
大
橋
川
改
修
・拡
幅
工
事
は

未
だ
着
工
を
み
な
い
が
、
「①
斐
伊
川
上
流

の
尾
原
ダ
ム
・
神
戸
川
上
流
の
志
津
見
ダ
ム

の
建
設
、
②
斐
伊
川
洪
水
時
に
神
戸
川
に

分
流
さ
せ
て
宍
道
湖
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
を

阻
止
す
る
斐
伊
川
放
水
路
の
建
設
」の
二
つ

は
す
で
に
完
成
を
見
た
。

そ
の
う
ち
、
斐
伊
川
放
水
路
は
一
昨
年
９

月
降
雨
時
に
初
の
出
水
（
分
流
）を
行
い
、

各
種
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
専

門
的
な
細
か
い
数
値
の
紹
介
は
控
え
る
が
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
莫
大
な
量
の
砂
も
放

水
路
に
流
れ
込
ん
だ
。
放
水
路
の
入
口
部

分
に
沈
砂
池
を
設
け
て
、
神
戸
川
下
流
域

の
環
境
変
化
（流
砂
堆
積
）を
最
小
限
に
抑

え
る
仕
掛
け
は
あ
る
も
の
の
、
斐
伊
川
上
流

部
に
完
成
し
た
尾
原
ダ
ム
で
も
砂
の
流
出

が
抑
え
る
こ
と
を
合
わ
せ
れ
ば
、
今
シ
リ
ー

ズ
で
実
態
を
紹
介
し
た
斐
伊
川
中
下
流
域

で
の
河
床
低
下
が
一
層
懸
念
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

ダ
ム
や
放
水
路
の
建
設
に
よ
っ
て
斐
伊
川

下
流
域
で
の
洪
水
の
危
険
性
は
き
わ
め
て

低
下
し
た
も
の
の
、
斐
伊
川
の
流
砂
・堆
砂

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
っ
た

も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。

斐

伊

川

物
語
第
７
回

今昔

志
津
見
ダ
ム
・
尾
原
ダ
ム
、
斐
伊
川
放
水
路
の
竣
工
で

「
流
砂
・
堆
砂
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
重
要
性
高
ま
る

錦織良成監督映画『たたら侍』を勝手に応援するシリーズ

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
事
業
３
点
セ
ッ
ト

出
典:

国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ

宝
島
社
が
昨
年
の

暮
れ
、
「
２
０
１
５

年
版
住
み
た
い
田
舎

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」

を
発
表
し
た
。
定
住

促
進
に
積
極
的
な
２
９
５
市
町
村
を

対
象
に
実
施
し
た
10
ジ
ャ
ン
ル
全
95

項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

「
田
舎
暮
ら
し
に
最
適
な
自
治
体
」

を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
、
３
回
目
の
今
年

の
第
１
位
は
何
と
島
根
県
の
大
田
市
。

「
移
住
者
支
援
制
度
が
充
実
」
「
就

職
・
就
農
支
援
が
手
厚
い
」
等
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。
▼
そ
の
地
元
の
大

田
高
校
に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る
。

１
９
９
０
年
代
、
当
時
の
澄
田
島
根

県
知
事
が
石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺

産
登
録
を
め
ざ
す
こ
と
を
表
明
し
た

頃
で
、
平
成
８
年
か
ら
は
本
格
的
な

総
合
調
査
も
始
ま
っ
た
。
高
校
で
は

担
当
学
芸
員
を
招
い
て
、
地
域
や
全

県
の
地
歴
・
公
民
科
教
員
を
対
象
と

す
る
講
演
会
や
巡
検
も
実
施
し
た
。

▼
が
…
、
当
初
は
市
民
の
間
に
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
機
運
は
、
正
直

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
遺

跡
の
本
格
調
査
が
進
ん
で
そ
の
成
果

が
蓄
積
さ
れ
る
と
、
関
係
機
関
は
報

告
会
や
講
演
会
だ
け
で
な
く
、
老
若

男
女
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
多
角
的
に
開
催
し
、
市
民
的
盛
り

上
が
り
を
醸
成
し
て
い
っ
た
。
そ
う

し
た
市
民
協
働
の
取
り
組
み
が
、
か

け
が
え
の
な
い
遺
産
を
有
す
る
郷
土

へ
の
を
誇
り
を
大
き
く
し
、
登
録
実

現
に
結
び
付
い
た
と
い
っ
て
過
言
で

は
な
い
。
▼
大
田
市
の
「
田
舎
暮
ら

し
に
最
適
な
自
治
体
」
ラ
ン
キ
ン
グ

第
１
位
は
、
行
政
の
取
り
組
み
だ
け

で
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
は
思
え
な

い
。
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
市
民

協
働
の
力
が
財
産
と
な
っ
て
、
地
域

活
性
化
の
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

市
民
協
働
の
力

全
国
で
18
件(

地
域)

１
０
２
校
採
択

小
・
中
・
高
校
を
通
じ
た
英
語
教
育
強
化
事
業

英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業

英
語
教
育
の
早
期
化
が
進
み
、

小
学
校
５
、
６
年
生
で
は
２
０
１

１
年
度
か
ら
授
業
に
採
り
入
れ
ら

れ
、
最
近
は
低
学
年
か
ら
学
ぶ
動

き
も
全
国
的
に
進
ん
で
い
る
ら
し

い
。
あ
る
小
学
校
長
の
弁
に
よ
れ

ば
、
「
決
し
て
中
学
英
語
の
前
倒

し
で
は
な
く
、
英
語
を
通
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た

め
の
授
業
を
目
指
し
て
い
る
。
」

と
の
こ
と
だ
。

雲
南
市
で
も
、
小
学
３
、
４
年

雲
南
市
で
は

吉
田
小
学
校

田
井
小
学
校

吉
田
中
学
校

三
刀
屋
高
等
学
校
が
指
定

今、学校では

⇒英語コミュ

ニケーション

能力の向上を

目指して

11
月
27
日
に
雲
南
市
立
吉

田
小
学
校
で
授
業
公
開
さ
れ

た
５
、
６
年
生
の
外
国
語
活

動
の
様
子
を
、
同
小
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
表
情
が
印
象
的

で
す
。

４
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
市
内
16
校
を
回
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
学
習
活
動
を
経
た
児

童
・
生
徒
が
本
校
に
入
学
し
て
く

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
三
刀
屋
高

校
で
の
英
語
授
業
の
あ
り
方
に
も

変
化
が
求
め
ら
れ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

先
週
は
小
中
高
で
研
究
授
業

15
日
（
木
）
16
日
（
金
）
に
は
、

文
部
科
学
省
調
査
官
が
市
内
研
究

指
定
校
の
取
り
組
み
の
様
子
を
実

地
調
査
す
る
た
め
に
来
校
し
、
あ

わ
せ
て
小
中
高
校
の
担
当
者
の
研

修
を
兼
ね
、
本
校
で
も
16
日
に

研
究
授
業
を
実
施
し
た
（
当
日

の
様
子
は
、
次
号
で
紹
介
予
定
）
。

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

１
９
９
５
年
１
月
17
日
早
朝

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
３
、

最
大
震
度
７
）
か
ら
20
年
が
経
っ

た
。
在
校
生
が
生
ま
れ
る
前
の

こ
と
だ
。
日
本
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
真
に
根
付
く
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
大
震
災
に
つ
い

て
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
も
様
々

な
形
で
当
時
の
様
子
を
見
聞
き

し
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ

の
大
震
災
を
あ
ら
た
め
て
振
り

返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
に

適
切
に
備
え
る
た
め
に
必
要
な

防
災
知
識
等
を
具
体
的
に
持
ち

合
わ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

来
月
は
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で

「

防
災
教
育

」

２
月
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
は
関
連
す

る
防
災
教
育
（
内
容
検
討
中
）

の
時
間
も
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に

身
を
守
れ
る
よ
う
、

想
定
外
も
起
り
得

る
こ
と
も
意
識
し

た
い
。

（５）第91号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）1月20日(火)



※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともにシ
リ
ー
ズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

第８回

▼
延
伸
加
工
で
作
ら
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
（
プ
ラ
板
）

は
加
熱
に
よ
り
元
の
姿
に
戻
ろ
う
と
す
る
性
質
が
あ
る
。

加
熱
し
た
プ
ラ
板
は
面
積
が
縮
小
し
厚
み
が
増
す
。
そ
の

性
質
を
利
用
し
て
、
延
ば
し
た
プ
ラ
板
に
絵
を
描
き
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
加
工
し
た
も
の
を
プ
ラ
板
ア
ク
セ
サ

リ
ー
と
い
う
。
今
、
リ
バ
イ
バ
ル
ブ
ー
ム
を
迎
え
て
若
者

の
間
で
人
気
と
い
う
。

たよれるお姉さん お兄さんです

雲
南
市
内
の
小
学
校
が
２
学
期

の
終
業
式
を
迎
え
た
12
月
25
日
の

午
後
、
加
茂
町
の
ラ
メ
ー
ル
を
会

場
に
小
学
生
対
象
の
工
作
教
室
が

開
催
さ
れ
た
。
講
師
役
は
三
刀
屋

高
校
１
年
生
の

３
名
。
プ
ラ
バ

ン
や
ビ
ー
ズ
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
っ
て
楽
し
ん
だ
。

今
回
の
催
し
は
、
10
月
の
地
域

産
業
研
究
実
習(

事
業
所
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
３
日
間)

を
ラ
メ
ー

ル
で
行
っ
た
生
徒
３
名
が
企
画
し

た
も
の
で
、
施
設
を
管
理
運
営
す

る(

株)

キ
ラ
キ
ラ
雲
南
の
ご
協
力

を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

学
習
会
の
助
っ
人
に
三
高
生

市
内
小
学
校
が
冬
休
み
に
入
っ

た
初
日
の
12
月
26
日
の
午
前
、
市

立
西
小
学
校
の
児
童
の
勉
強
会
に

本
校
生
徒
が
学
習
支
援
役
で
参
加

し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ

イ
ン

ウ
イ
ン

タ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
同
小
年

末
恒
例
の
学
習
会
で
、
春
殖
交
流

セ
ン
タ
ー
と
幡
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

の
２
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
春
殖
会
場
に
は
本
校
生
徒
７

名
が
参
加
し
、
約
20
名
の
児
童
を

相
手
に
課
題
の
マ
ル
付
け
の
ほ
か
、

質
問
に
答
え
た
り
ヒ
ン
ト
を
出
し

た
り
と
良
き
お
姉
さ
ん
・
お
兄
さ

ん
ぶ
り(

良
き
先
生
役)

を
発
揮
し

て
く
れ
た
。

自
分
自
身
の
優
し
さ
に
気
づ
き
、

子
ど
も
を
か
わ
い
が
る
自
分
を
再

発
見
で
き
る
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、

今
後
も
本
校
生
の
積
極
的
な
参
加

を
期
待
し
た
い
。

西
小
の
参
加
児
童
の
み
な
さ
ん
、

高
校
の
お
姉
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
も

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
ま
し
た
よ
。

ま
た
今
度
も
呼
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

【
児
童
の
か
ん
そ
う
】
▼
九
九

が
よ
く
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
プ
リ
ン
ト
の
こ
た
え
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
お
ね
え
ち
ゃ

ん
と
な
か
よ
く
な
り
ま
し
た
。

（
２
年
生
）
▼
算
数
や
国
語
の

プ
リ
ン
ト
の
丸
つ
け
を
し
て
も

ら
っ
て
、
ま
ち
が
え
が
あ
っ
た

ら
や
さ
し
く
お
し
え
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
分
か
ら
な
い
場
所
が
あ
っ

た
ら
お
し
え
て
く
だ
さ
っ
て
、

少
し
だ
け
算
数
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
（
５
年
生
）

三高 物語

プ
ラ
板
ア
ク
セ
サ
リ
ー

冬休みの小学生と交流しました

小
学
生
の
工
作
教
室

12
月
開
催
「
う
ん
な
ん
若
者
会
議
（
本
校
18
名
参
加
）
」
の
そ
の
後

う
ん
な
ん
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2015

始動！
昨
年
12
月
７
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
「
う
ん
な
ん
若
者
会
議
」

に
は
百
名
近
い
若
者
が
集
い
、
雲

南
市
の
未
来
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
、
雲
南
市
が

誇
る
文
化
や
自
然
、
食
、
芸
術
を

生
か
し
、
若
者
の
感
性
で
そ
の
魅

力
を
発
信
す
る
た
く
さ
ん
の
提
案

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
々
な
提
案
を
実
践
に
移

す
場
が
、
春
の
う
ん
な
ん
桜
ま
つ

り
で
す
。
「
う
ん
な
ん
若
者
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
５
」

と
題
し
、
４
月
の
桜
ま
つ
り
を
舞

台
に
、
若
い
世
代
が
協
力
し
て
地

域
づ
く
り
の
現
場
に
出
て
い
き
ま

す
。
三
高
生
18
名
も
出
席
し
た
会

議
で
の
協
議
内
容
を
も
と
に
、
今

回
は
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発

進
し
ま
す
。

①

さ
く
ら
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

②

ま
ち
か
ど
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

③

検
診
を
ト
レ
ン
ド
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

④

雲
南
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑤

写
真
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
し
た
い
！
や
っ
て
み
た
い
！

と
い
う
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
始
業

式
で
配
布
し
た
チ
ラ
シ
に
付
属
す

る
申
込
用
紙
を
、
１
月
末
日
ま
で

に
進
路
指
導
部
の
門
脇
先
生
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
桜
ま
つ
り
に
向
け
て
の

作
戦
会
議
が
２
月
28
日(

土)

の
午

前
、
木
次
町
の
下
熊
谷
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

雲
南
市
立
西
小
学
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー

小学校の先生(奥)と一緒に指導する三高生

節分ももうすぐ、あったか

い気持ちで寒さを吹き飛ばし、

春に向かってジャンプ！

2015年（平成27年）1月20日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第91号（６）
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日 曜 学校行事等 部活等

１ 日

２ 月 島根県公立高等学校一般選抜願書受付開始

３ 火
1年道徳教育LHR
2年人権・同和教育講演会

４ 水

５ 木
2年進研M模試 3年出校日
就職・公務員ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

６ 金 サッカー

７ 土 土曜補習 3年2次対策模試

８ 日 筝曲 吹奏楽

９ 月 島根県公立高等学校一般選抜願書受付締切(12:00)

１０ 火 S.C来校日

１１ 水 建国記念の日 1・2年おろち模試

１２ 木 試験発表 3年出校日

１３ 金 閉寮

１４ 土 学校開放 3年2次対策模試 吹奏楽

１５ 日 開寮 吹奏楽

１６ 月 6限授業

１７ 火 防災教育(1・2年LHR)

１８ 水

１９ 木 学年末試験

２０ 金

２１ 土 学校開放 高P連第3回評議員会

２２ 日 第3回英検2次

２３ 月

２４ 火
第3回PTA生活指導委員会兼
PTA人権・同和教育推進委員会

２５ 水 国公立大前期日程試験

２６ 木 第2回PTA評議員会

２７ 金 3年出校日(人権・同和教育講演会)

２８ 土 土曜補習 学校開放

日 曜 学校行事等 部活等

１ 日 バスケ中高交流事業

２ 月
卒業式準備・予行 3年出校日
同窓会入会式 PTA会報発行

３ 火 卒業式

４ 水 ライフプラン学年発表会(1年)

５ 木

６ 金

７ 土 土曜補習 学校開放

８ 日 公立大中期日程試験

９ 月

１０ 火 高校入試(生徒は休校日)

如 月
筝

曲

＜部員からのご案内＞

三刀屋高校筝曲部は1年生5名で楽しく熱心に活動し

ています。入学してから様々な学校行事や地域の行事

に参加させていただき、少しずつ自信をつけてきました。

今回演奏するのは、十七絃の幻想的かつ暖かく包み込むよ

うな音色の特徴を天の心としてとらえた曲です。初心者の

私たちには難しい所もありましたが、全員で心を一つにし

て演奏します。入場無料です。ぜひお越しください。

三刀屋高校筝曲部

演奏曲目 「飛天」(作曲：水野千鶴)

６
校
合
同
の
新
春
演
奏
会

第
13
回
島
根
県
高
文
連
日
本
音
楽
専
門
部
成
果
発
表
会

2/8 (日)

開場 12:30 開演 13:00
ビッグハート出雲
(JR出雲市駅南)

土曜補習について(1、2年生)

ＰＴＡ主催の土曜補習を今学期も引き続き実施します

が、通常の授業日と同様に、欠席の際には保護者の皆様

から学校へのご連絡をお願いします。

PTA関連諸会合について
年度末が近付き、２月にＰＴＡ関連の諸会合開催を予定

しております。ご多用のところを恐れ入りますが、ご出席

を賜りますようお願い申し上げます。

※主な会合(校外会合除く)

2/24 PTA生活指導委員会兼PTA人権・同和教育推進委員会

2/26 PTA評議員会

入場無料

3/3 (火)
卒業証書授与式
３年生の保護者・ご家族の皆様のご臨席を賜りま

すよう 、お願い申し上げます。正式なご案内は別途

保護者宛て文書で行います。

３
年
生
出
校
日
に
つ
い
て

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
終
了

後
も
、
受
験
対
象
者
向
け
の
特
別

授
業
を
実
施
し
ま
す
が
、
左
記
の

と
お
り
週
一
回
原
則
木
曜
日
の
午

後
を
３
年
生
全
員
の
出
校
日
と
し
、

卒
業
前
の
各
種
講
演
会
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
別
途
ご

案
内
し
た
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
停
・
公
欠
以
外
の
欠
席
の
際
に

は
、
普
段
と
同
様
に
保
護
者
の
皆

様
か
ら
ご
連
絡
を
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
１
／
29(

木)

13
時
５
分
集
合

▼
２
／
５(

木)

同
右

▼
２
／
12(

木)

同
右

▼
２
／
27(

金)

※
27
日
は
金
曜
日
午
前
で
す
。

※
ま
た
、
卒
業
式
前
日
の
３
月

２
日(

月)

も
出
校
日
で
す
。

（７）第91号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）1月20日(火)

弥 生

吹奏楽

2/15 (日)
開場 14:30 開演 15:00
ラメール

市内の中高生＆社会人が結成し
た雲南ウインドオーケストラが
世界的作曲家と夢のコラボ！

有料ですが早期の完売が予想されます。チケット購入はお早めに

ヤン・ヴァンデルロースト指揮

〔20周年事業第一弾〕

雲南ウィンド
オーケストラ

コンサート
プロの演奏家も多数出演

三高吹奏楽部も共演



ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
マ
ラ
ラ
さ
ん
は
、
戦
禍
と
差

別
の
中
に
あ
っ
て
も
子
ど
も
や

女
性
の
学
ぶ
権
利
を
強
く
、
勇

気
を
も
っ
て
訴
え
続
け
て
世
界

中
に
感
動
を
与
え
た
▼
今
年
は

終
戦
か
ら
70
周
年
。
か
つ
て
の

日
本
に
も
、
戦
禍
の
た
め
に
学

び
の
場
を
奪
わ
れ
る
悲
し
い
時

代
が
あ
っ
た
。
１
９
３
１
年

（
昭
和
６
年
）
の
満
州
事
変
勃

発
以
後
の
戦
争
の
歴
史
と
重
な

る
校
史
の
中
、
特
に
１
９
４
１

年
か
ら
の
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、

本
校
も
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
く

な
っ
た
。
当
時
の
教
務
日
誌
に

よ
る
と
、
昭
和
18
年
度
の
場
合
、

出
校
２
８
９
日
の
77
％
に
あ
た

る
２
２
３
日
に
軍
事
教
練
や
勤

労
動
員
な
ど
の
行
事
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
戦
時
下
で
資
源
と

労
働
力
が
不
足
す
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
生
徒
も
教
室
以
外

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
▼
現
在
の
雲
南
市
域

に
あ
っ
た
幾
つ
か
の
鉱
山
に
も

旧
制
三
刀
屋
中
学
の
生
徒
が
駆

り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

の
一
つ
が
「
高
窪
炭
鉱
」
で
あ

る
。
火
力
に
石
炭
が
不
可
欠
の

時
代
に
あ
っ
て
、
戦
中
か
ら
戦

後
し
ば
ら
く
も
貴
重
な
鉱
山
だ
っ

た
▼
下
は
前
号
で
掲
載
し
た
写

真
と
重
な
る
地
点
だ
が
、
右
下

は
石
炭
の
搬
出
に
係
る
施
設
の

よ
う
だ
。
写
真
を
見
て
当
時
の

辛
い
記
憶
が
甦
る
方
も
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

受
験(

勉
強)

は
い
つ
の
時
代

で
も
厳
し
く
辛
く
寂
し
い
時
間

も
強
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
う

し
て
毎
日
学
び
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
現
代
、
戦
後
積
み
重

ね
て
き
た
か
け
が
え
の
な
い
平

和
を
感
じ
と
り
た
い
。
そ
し
て

受
験
が
つ
ら
く
寂
し
く
と
も
、

夢
に
向
か
っ
た
日
々
の
努
力
と

苦
労
の
先
で
得
ら
れ
る
歓
喜
は

大
き
く
、
自
分
を
逞
し
く
も
さ

せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ

う
考
え
た
い
▼
冒
頭
に
紹
介
し

た
句
は
、
高
校
の
国
語
の
教
科

書
で
も
時
々
目
に
す
る
有
名
な

句
だ
。
火
鉢
で
暖
を
と
り
炭
を

つ
ぐ
生
活
は
日
常
か
ら
遠
ざ
か

り
、
今
で
は
ス
マ
ホ
が
受
験
勉

強
の
寂
し
さ
を
紛
ら
す
時
代
に

な
っ
た
感
が
あ
る
が
、
戦
禍
で

学
び
を
失
い
な
が
ら
も
逞
し
く

生
き
た
先
輩
の
姿
に
恥
じ
な
い

現
代
の
高
校
生
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

第８回 戦時下の三刀屋中学校

（例えば高窪炭鉱での勤労動員）

三高90年物語
さ ん こ う

印
刷
業
者
に
出
稿
し
て
か
ら
保

護
者
の
皆
様
の
お
手
元
に
本

紙
が
届
く
ま
で
に
約
一
週
間

を
要
し
ま
す
。
今
号
は
１
月

20
日
付
の
発
行
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
掲
載
記
事
は

今
月
11
日
ま
で
の
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
▼
出
稿
直
前

に
な
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
り
学
級
閉
鎖
と
な
り

ま
し
た(

14
日
か
ら)

。
今
は

元
気
な
人
も
予
防
の
た
め
に

不
要
な
外
出
は
せ
ず
、
感
染

が
拡
大
を
し
な
い
た
め
の
注

意
を
払
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
保
健
だ
よ
り
で

注
意
事
項
を
再
点
検
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

〈
最
後
ま
で
頑
張
る
三
年
生
へ
送
る
句
〉

学
問
の
さ
び
し
さ
に
堪
へ
炭
を
つ
ぐ

山
口
誓
子

木
次
の
町
に
出
る
と
、
三
刀

屋
の
方
面
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
が
伸

び
て
い
て
、
黒
く
高
い
塔
が
そ

れ
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

（
中
略
）
撮
影
地
点
は
遊
山
荘

か
ら
吊
り
橋
を
渡
り
、
旧
参
道

沿
い
に
あ
る
東
屋
あ
た
り
と
思

わ
れ
ま
す
。

木
次
駅
近
く
に
あ
っ
た
、
紙

会
社
の
高
い
煙
突
も
分
か
り
ま

す
。
里
熊
橋
か
ら
三
刀
屋
の
町

ま
で
人
家
が
一
軒
し
か
無
か
っ

た
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
、
石

炭
が
落
下
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

よ
う
で
ケ
ー
ブ
ル
の
下
で
道
が

あ
る
と
こ
ろ
は
ガ
ー
ド
が
付
け

て
あ
り
ま
す
。

（
峯
寺
遊
山
荘
の
ブ
ロ
グ
よ
り

転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

２
学
期
も
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ム
を
呼
び
か
け
ま
し
た

生徒会こ
こ
数
年
で
、
本
校
で
も
生
徒

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
有
率
が
急

速
に
高
ま
る
中
で
、
家
庭
で
の
学

習
時
間
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
が
あ
り
、
平
成
25
年
度
後
期
生

徒
会
か
ら
定
期
試
験
中
の
「
ノ
ー
・

メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ム
」
呼
び
か
け
を

続
け
て
い
ま
す
。

２
学
期
も
後
期
生
徒
会
が
引
き

続
い
て
、
「
メ
デ
ィ
ア
を
勉
強
部

屋
以
外
に
置
き
、
定
期
試
験
期
間

中
の
帰
宅
後
最
低
２
時
間
は
携
帯

電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
手

に
せ
ず
学
習
に
集
中
す
る
」
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
、
そ
の
実
施
状
況

を
ア
ン
ケ
ー
ト
（
各
自
が
日
毎
に

で
き
た
ら
○
印
、
で
き
な
か
っ
た

ら×
印
で
報
告
）
に
よ
っ
て
把
握

し
ま
し
た
。

２
時
間
の
勉
強
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う

市
内
中
学
生
の
研
修
会
で
も
紹
介
し
ま
し
た

わ
け
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
間
は
互
い
に
メ
ー
ル
等
の
や

り
取
り
し
な
い
時
間
に
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
生
徒
か
ら
も
好
評
の

よ
う
で
す
。
そ
の
上
で
、
学
習
時

間
の
一
層
の
積
重
ね
に
意
を
払
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

雲
南
市
内
の
７
中
学
校
の
２
年

生
徒
会
役
員
41
名
が
、
高
校
の
生

徒
会
の
活
動
ぶ
り
を
学
ぶ
研
修
会

が
12
月
26
日
、
木
次
町
の
チ
ェ
リ

バ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
２
年
生
の
新
役
員
に
交
代
し

た
時
期
に
毎
年
開
か
れ
て
い
る
こ

の
研
修
会
に
、
今
回
は
三
刀
屋
高

校
生
徒
会
役
員
３
名
（
会
長
／
上

田
航
平
さ
ん
）
が
招
か
れ
て
前
述

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
生
徒
会

活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
研
修
会
に
つ
い

て
は
12
月
27
日
付
「
山
陰
中
央
新

報
」
紙
上
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

※期末試験前の11月21(金)から

試験最終日前日の12月1日(月)

までの結果。中間試験時よりマ

ル印（できた）が３ポイントアッ

プしました。

ノーメディアタイム

２学期末試験時の実施結果

◎執行部より

スマホの普及でメディアと接する時間が増

え、勉強に集中できない。しかし、私には夢

がある！希望がある！寿命がある！あきらめ

たらそこで試合終了ですよ…？

以上の結果は、生徒会新聞「三高ＮＯＷ」12

月19日発行より転載しました。

2015年（平成27年）1月20日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第91号（８）

できた

(守れた)
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